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スペイン語ガイドブック 

完了形・進行形・助動詞 

 
■１．直説法・現在完了 
(1) 形 

haber の直説法・現在＋過去分詞で作ります。haber はかなり不規則な活用

をするのでこのまま覚えましょう。habéis だけが規則的でその他はすべて短

縮した形になっています。過去分詞は性・数の変化をしません。たとえば

cantar の現在完了は次のように活用変化します。完了時制の中で用いられる

過去分詞は性・数の変化をしません。 
 

cantar 

he cantado  hemos cantado 
has cantado  habéiscantado 
ha cantado  han cantado 

 

(2) 意味 
現在においてとらえられた以前の出来事、というのが現在完了の本質的な

意味です。 

 
細分すると、 
(a) 以前の出来事が現在において「完了」していること(「…した、…して

しまった」という意味、例文(a)。 
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(b) 以前の出来事が現在において「経験」として認識されていること(「…
したことがある」という意味、例文(b)。 

(c) 以前の出来事が現在まで「継続」していることを示す(「…してきた」

という意味、例文(c)。 
 (a) Este fin de semana he viajado al sur de España. // 先週末に私はスペ

インの南を旅行した。 
 (b) ¿Has estado alguna vez en Perú? // 君はペルーに行ったことがあり

ますか。 【語句】alguna vez かつて、一度。 
 (c) Desde entonces no hemos comido ningún plato japonés. // そのときか

ら日本料理は一度も食べていません。【語句】 desde…以来；entonces
その当時；plato 料理；japonés 日本の。 

 

■２．直説法・過去完了 
(1) 形 
haber の線過去形＋過去分詞という形です。haber の線過去は規則変化です(er
動詞)。たとえば cantar の活用は次のようになります。 
 

cantar 

había cantado  habíamos cantado 
habíascantado  habíais cantado 
había cantado  habían cantado 

 

(2) 意味 
 現在完了をそのまま過去に移動したことになります。つまり「過去の時点

においてとらえられる以前の出来事」というのが本質的な意味です。 
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細分すると、 
(a) 過去の一時点においてそれ以前の出来事が「完了」していること、「…

してしまっていた」という意味。 
(b) 過去の一時点においてそれ以前の出来事が「経験」として認識されて

いること、「…したことがあった」という意味。 
(c) 過去の一時点まで、それ以前の出来事がまた以前の出来事が「継続」

していること、「(その時まで)…してきた」)を示す。 
 Creía que habías pasado el fin de semana aquí、en Salamanca. // 私は君が

週末をここサラマンカで過ごしたと思っていた。 
 Nadie había visto antes unos ojos iguales. // 誰も以前にあのような目を

見たことがなかった。 

 
■３．未来完了 
(1) 形 

haber の未来形＋過去分詞で作られます。haber の未来形は不規則変化で、

延長部に母音がなく r だけです。  
 

cantar 

 habré cantado   habremos cantado 
 habrás cantado   habréis cantado 
 habrá cantado   habrán cantado 

 

(2) 意味 
未来のある時点に完了することや現在に完了していることについての「推

量」・「意志」・「命令」を表します。 
  現在完了に「推量」の意味が加わります。 

(a) 未来に完了することや現在に完了していることについての「推量」「…
してしまっているだろう」の意味。 

 Llegaremos tarde y ya habrá empezado la función。// 私たちは遅く着いて、

芝居はすでに始まっているでしょう。 
(b)「意志」「…してしまっておくつもりだ」。 

 Habré terminado de estudiar a las ocho de la tarde。// 私は午後の８時に勉



 

 4

強を終えておくつもりだ。1 
(c) 「命令」「…しておくんだよ」。 

 Ya habrás lavado el coche。// 君は車を洗っておくんだよ。 【語句】lavar 
[他動] 洗う; coche [男名] 自動車、車。 

 
■４．過去未来完了 
(1) 形 
haber の過去未来＋過去分詞で作ります。haber の未来形は不規則変化で、延

長部に母音がなく r だけです。 
 

cantar 

 habría cantado   habríamos cantado 
 habrías cantado   habríais 
cantado 
 habría cantado   habrían cantado 

 

(2) 意味 
 次の用法があります。 

(a) 過去に完了した事について推量する。 
 Yo, en tu lugar, habría reservado hotel. // 私が君の立場ならホテルを予

約していただろう 
 Ayudándome él, habría preparado la mesaantes. // 彼が助けてくれたら、

食事の支度はもっと早くすんでいたでしょう2。 # ayudar 助ける、手

伝う；preparar 用意する；mesa 食卓；antes 前に 
 

(b) 過去から見て未来に完了することを表す。 
 ¡Tú me dijiste quea a esta hora ya habrías hecho la maleta. // 君はこの時

間には旅行の支度が済んでいると言ったのに！ 
 

                                                  
1 この文は「意志」ではなく「推量」の意味にもなり、あまり責任がない言

い方にもなります。 
2 この用法が仮定の帰結文として用いられます。→「仮定文」 
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■５．接続法・現在完了 
(1) 形 
 接続法の現在完了は haber の接続法現在＋過去分詞で作ります。haber の接

続法現在は不規則変化なので注意しましょう。 
 

cantar 

haya cantado  hayamos cantado 
hayas cantado  hayáis cantado 
haya cantado  hayan cantado 

 

(2) 意味 
 意味は現在完了であることを除けば、接続法現在と同じです。 

 Espero que mi familia me haya escrito ya alguna carta. // 私の家族がもう

手紙を書いてくれているといいんだが。 
 Cuando haya escrito tu familia, tienes que avisarme porque me gustaría ver 

el sello de correos. // 君の家族が手紙を書いてきたら、僕に知らせてく

れなければだめだよ。僕は切手が見たいから3。 
 

■６．接続法過去完了 
(1) 形 

haber の接続法過去＋過去分詞で作ります。haber の接続法過去は不規則な

ので注意しましょう。 
 

cantar 

hubiera cantado   hubiéramos cantado 
hubieras cantado   hubierais cantado 
hubiera cantado   hubieran cantado 

 

(2) 意味 
 直説法の過去完了と過去未来完了に対応します。 

                                                  
3 未来に完了するであろうことを「可能性」として述べている。 
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 Creí que [había llegado / habría llegado] él. // 私は彼が着いていた[着い

ているだろう]と思った。 
 No creí que hubiera llegado él. // 私は彼が着いていた[着いているだろ

う]とは思わなかった。 
 

■７．その他の完了形 
(1) tener + 過去分詞 「…してある」 

過去分詞は直接補語の性数と一致します。 
 Creo que tengo reservada una habitación en este hotel a nombre de Patricio 

Díaz. // このホテルにパトリシオ・ディアスという名で一部屋予約し

てあると思います 
 Tengo entendido que mañana parte usted. // 私はあなたが明日出発なさ

るものと理解しております 
 Niño,te tengo dicho muchas veces que no hables con la boca llena. // 口に

ものを入れたまましゃべるなとお前には何べんも言っただろう 
 

(2) estar + 過去分詞「…になっている」 
「状態」の受け身文をつくり、結果を示します。過去分詞は主語の性数と

一致します。 
 La casa estaba totalmente construida cuando la compramos. // 私たちが買

ったとき家はもう完全にでき上がっていた 
 

■８．進行形 
 形は estar＋現在分詞です4。「進行」の意味を示し、それぞれ、次のような

組み合わせになります5。 
(1) 現在進行形: estar の現在形＋現在分詞（「…している」） 

 ¿Estás ocupada? ― Sí, estoy estudiando. // 君、いそがしい?―ええ、勉強

しているの。 

                                                  
4 ser でなくて、estar を使うのは、進行形がある動作の進行している「状態」

を示すからです。 
5 進行の意味は進行形でなくても表せます、進行形を用いると明確に「実際

に進行している」様子が表現できます。 
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(2) 過去進行形: estar の過去形（線過去）＋現在分詞（「…していた」） 
 Estábamos hablando de ti. // 私たちは君のことを話していた。 

(3) 未来進行形: estar の未来形＋現在分詞（「…しているだろう」） 
 Mañana a esta hora estaremos practicando el esquí. // 明日この時間には

私たちはスキーの練習をしているだろう。# hora 時間；practicar 練習

する、する；esquí スキー。 

 
■９．その他の進行形 

(1) ir + 現在分詞 // (ある状態に［現在分詞］)なる、なりつつある、しつ

つある 
• Ya va anocheciendo. // もう夜になりつつある。 
• Como le iba a usted diciendo, el asunto no es tan grave como parece. // お話し

ておりましたように問題は見た目ほど重大ではありません。 
 

(2) seguir + 現在分詞 // (…し［現在分詞］)続ける6 
• No se pare. Siga, siga usted leyendo, por favor. // 止めないでください。どう

ぞ続けて読んでください。 
• Estamos en abril pero todavía sigue haciendo frío. // もう4月ですがまだ寒さ

が続いています。 
 

■１０．助動詞＋不定詞 
(1) poder＋不定詞 

(a) （…する［不定詞］）ことができる 《能力を示す》 
 Con estos zapatos no puedo correr. // この靴では走れません。 
 Siento no poder ir con ustedes. // 残念ですがあなた方と一緒に行けませ

ん。 
 

(b) （...［不定詞］）してもよい、してかまわない 《許可を示す》 
 Señorita, ¿puedo invitarla a tomar algo? // お嬢さん、お茶にでもお誘い

してよろしいでしょうか。 
 
                                                  
6 他にも andar, continuar, llevar, venir + 現在分詞のような形式があります。 
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(c) 〔否定文で〕（...［不定詞］）してはいけない《禁止を示す》 
 Aquí no podemos fumar. // ここではタバコは吸えません。 

 

(d)〔疑問文で〕…していただけますか、…してくれますか 《依頼を示す》 
 ¿Puede usted decirme qué hora es? // 時間を教えていただけますか。 

 

(e)（…で［不定詞］）ありうる、（…［不定詞］）することがある 《可

能性を示す》 
 Está muy nublado. Puede llover. // 空がとても曇っているから雨が降る

かもしれない。 

 
(2) querer＋不定詞 

(a) (...［不定詞］)したい、…したがる 
 ¿Quieres venir con nosotros? // あなたは私たちと来たい？ 
 Quisiera verte cuanto antes. // いっときも早くあなたに会いたい。 

 

(b) 〔疑問文で〕…してくれますか、…してくださいませんか 
 ¿Quiere usted apagar el cigarrillo por favor? // タバコを消していただけ。

ますか 
 

(3) deber＋不定詞 
(a) (...［不定詞］)しなければならない、すべきである、する必要がある 

 Debes ir al dentista hoy mismo. // 君は今日すぐにでも歯医者に行かな

くてはいけないよ。 
 

(b) 〔否定文で〕(…［不定詞］)してはならない、(…で［不定詞］)あって

はならない 
 No debes quejarte por tan poca cosa. // そんな小さなことで怒ってはい

けない。 
 

(c) (…の［不定詞］)はずである (＝deber de) 
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 Su padre debe tener unos 50 (cincuenta) años. // 彼の父親は 50 才ぐらい

のはずだ。 
 No contesta nadie el teléfono; no debe haber nadie en casa. // 誰も電話に

出ないので、家には誰もいないはずだ。 
 

(d) 〔過去未来形〕(…［不定詞］)すべきでしょう《婉曲的な用法》 
• Estás engordando. Deberías hacer más ejercicio. // 太ってきたね、もっと運

動したらどう？ 
 

(4) soler＋不定詞 
(a) 普通は［よく］( ...［不定詞］)する［である］ 

 Suelo leer un rato antes de dormir. // 私はふつう寝る前にしばらく読書

をします。 
 En junio suele llover mucho en este país. // 普通 6 月にこの国では雨がた

くさん降ります。 
 

(b) 〔過去形で〕よく( ...［不定詞］)したものだ 
 De niños mi hermano y yo solíamos jugar en esta plaza. // 子供のころ兄と

私はよくこの広場で遊んだものだ。 
 

■１１．助動詞＋前置詞・que＋不定詞 
(1) deber de ＋不定詞// (…の［ de 不定詞］)はずである、違いない7 

 Debió de ser hace tres años cuando nos conocimos, ¿no es eso? // 私たちが

知り合ったのはたしか 3 年前でしたね？ 
 

(2) tener que＋不定詞 (…［que 不定詞］)しなければならない 
 Tenemos que darnos prisa si queremos llegar a tiempo. // 間に合おうとする

なら私たちは急がなければなりません。 

                                                  
7 【語法】口語では de がないことがあります。 

 No tengo reloj pero creo que deben ser más de las once. // 時計は持ってい

ないが 11 時過ぎのはずだ。 
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 Si quieres curarte, tendrás que obedecer al médico. // お前は病気を直したい

なら医者の言うことに従わないとだめだ。 
 

(3) haber de＋不定詞 
(a)…しなければならない《義務を示す》 

 Ha de seguir usted puntualmente las indicaciones del médico. // あなたは

医者の指示に忠実に従わなくてはいけません。 
 

(b)…のはずだ《必然性を示す》 
 ¿Cómo había de saberlo yo, si no estaba aquí? // 私はここにいなかった

のだからそれを知るはずがないじゃないか。 
 

(c)…だろう《推量を示す》 
 Ernesto habrá de venir hoy. // エルネストは今日来るだろう。 

 

(d)…するつもりだ《意志を示す》 
 

(4) haber que ＋不定詞〔3 人称単数形で無主語〕…しなければならない(だろ

う／なかった)【語法】現在形は hay que 
 Había que esperar mucho tiempo. // 長いこと待たなくてはならなかっ

た。 
 Hay que darse prisa. // 急がなければならない。 
 Hay que ver para creer. // 百聞は一見にしかず。 

 

(5) ir a ＋不定詞// 「(…しようと［a 不定詞］)している、(…する［a 不定

詞］)つもりである」という意味で、「近い未来」を示します。 
 ¿Qué vas a hacer este verano? // この夏は何をするつもり？ 
 Voy a comprar este libro. // 私はこの本を買うつもりだ。 
 Creo que va a llover. // 雨が降ると思う。 

 

一人称複数で用いると「…しよう」という「勧誘」の意味にもなります。 
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 Vamos a ver una obra de Lorca titulada . // イェルマという題のロルカの

芝居を見に行こう。 
 

＊その他にも次のような形式があります。 
 volver a, empezar a, acabar de, dejar de, estar para, estar por, llegar a 

 

 

 

スペイン語の質問 
 

＊現在完了と過去形の区別がつきません。 
 

→現在完了では過去にあったことが現在の状態ににかかわっていることを示

し、時制としては現在になります。基本的に「…してある」という意味です。

一方、過去形は「過去に…ということがあった」という意味で、時制は過去

になります。 
 

＊たとえば、「私はスペインに１年間住んでいた（今は東京に住んでいる）」

という文を考えると、この文は線過去で表現することが可能であり、また「現

在から見た完了」にあたるので現在完了でも表現することもできると思うの

ですが、どちらが正しいのでしょうか？ 
 
 

→時制のとらえ方によって変わります。過去にそういうことがあった、とい

う意味で使うならば線過去(vivía)になり、スペインで暮らしたことを今完了

したということを伝えたいときは現在完了になります(he vivido)。また、過去

に終わってしまった事実として言いたいときは点過去も可能です。Viví en 
España durante un año. 日本語では同じような言い方になりますが、スペイン

語では時制のとらえ方で異なる表現になります。 
 
 

＊点過去と現在完了の使い分けがわかりません。点過去が現在と関係のない
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過去を表すのだとして、現在完了はどのような過去を表すのですか？現在と

関係のあるものとすると、今度は線過去との使い分けがわからなくなります。 
→現在完了は過去の出来事が現在にどう関わっているのか、現在の時点でそ

れがどのような結果になっているのかを示します。このように現在完了は「現

在と関係のある過去」というよりも、むしろ「過去の出来事が現在にどのよ

うに関わっているのか、現在の状態がどうなのか」を示し、時制としても「現

在」を示します。たとえば、He comido.は、確かに「私は食事をした」とも

訳せますが、それは過去において完結している、という意味ではなく、むし

ろ「私は食事を済ませてある」というような現在の状態を示します。線過去

と点過去の区別については、それが過去の時点で完結してしまっていること

ならば点過去、完結を意識していないならば線過が使われます。 
 
 

＊英語では完了形を用いるときは過去を示す yesterdayなどは使えませんが、

スペイン語ではどうなのですか？ 
 

→スペイン語でもやはり、ayer「昨日」(=yesterday)などはっきりと過去を示

す副詞はふつう使えません。しかし、過去の出来事がとくに現在の話者の真

理に強く印象が残っていることならば、現在完了が使われることがあります。 
 
 

＊完了形の haber＋PP が英語の have＋PP と似ている。大航海時代とかかわ

りがあるのだろうか？ 
 

→大航海時代とは関係がありません。英語の have＋PP ができた由来はスペイ

ン語の haber＋PP と形式的にも時代的にも平行しています。I have written the 
book は、古英語の I have the book written「私は本を書いた状態で持っている」

という形に由来します。スペイン語も中世スペイン語では haber に「持つ」

という意味がありました。しかし、英語の have とスペイン語の haber は形が

よく似ていますが同じ起源に遡るかどうかはよくわかっていません。 
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＊現代英語では現在完了を「経験」の意味ではあまりとらないというが、ス

ペイン語ではどうなのですか？ 
 

→一番多い用法は「完了」、次に「経験」、そして「継続」は少ないようです。 
 
 

＊「現在完了」は英語では present perfect なのに、スペイン語ではなぜ、

pretérito perfecto「完了過去」というように、というのでしょうか。 
 

→動詞の時制の名称には文法史上多くの変遷がありました（西川 1988）。そ

れがほぼ定着したのはスペイン王立アカデミー（Real Academia Española）の

文法書の力が大きかったと言えるでしょう。そこでは pretérito perfecto という

用語が使われています。 
これは次のような歴史的な経緯があったためだと思われます。ラテン語で

は he dicho のような形はなく、「完了」という単一の動詞形態で過去時制（ス

ペイン語の点過去）も現在完了も表していました（たとえば DIXI「私は言っ

た」= dije / he dicho）。それが後に、haber＋過去分詞で「完了」の意味を特化

して区別するようになったのです。そこで、「現在完了」はラテン語の過去を

示す形に（一部）対応するので、伝統的に pretérito perfecto「完了過去」と呼

ぶようになったのだと思われます（cf. Martínez Amador）。 
 英語と比べると、スペイン語の「現在完了」は次のように英語の現在完了

の他に過去にも対応します（Ramsey and Spaulding）。 
 Mi hermano ha llegado hoy. = My brother has arrived today. 
 He aprendido el español en España. = I learned Spanish in Spain. 

 しかし、形についても機能についても英語の現在完了とよく似ているので、

同じ用語（present perfect「現在完了」）を使って両言語を比較することが多い

のです（たとえば、Solé and Solé [1977]）。日本でも「現在完了」という用語

を使うのがふつうです。やはり、その方がわかりやすいためだと思います。

また、現在完了で使われる haber の活用形が「現在」の変化形を使うので、

完了「過去」というよりも「現在」完了と呼ぶことが好まれたという理由も

考えられます。 
＊次を参考にしました。 
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New York. Holt, Rinehart and Winston. 
Real Academia Española, 1931. Gramática de la lengua española, Madrid, 

Espasa-Calpe. 
Real Academia Española, 1973. Esbozo de una nueva gramática de la lengua 

española, Madrid, Espasa-Calpe. 
Solé, Yolanda and Carlos Solé, 1977. Modern Spanish syntax. A Study in contrast. 

Lexington, D. C. Heath and Company. 
 
 

＊estaba +現在分詞と estuve＋現在分詞の違いは？ 
 

→基本的に線過去と点過去の違いと同じです。つまり、estaba +現在分詞は過

去にあったことが、終わってしまったものとは意識していないとき、とくに

他の出来事が起きたことの背景になるときに使います。たとえば Yo estaba 
comiendo「私は食事をしていた」ときに、sonó el teléfono「電話が鳴った」と

いうような他の出来事があった場合に使います。出来事がなくても線過去の

進行形にはそのような出来事の背景であることが感じ取れます。 
 一方、点過去の進行形は過去のある時点で済んでしまった進行状態を示し

ます。よく時間の副詞句で限定されていることがあります。たとえば、Yo 
estuve trabanando durante cinco horas.「私は 5 時間働いていた」。 
 
 

スペイン語の理由 
 

＊過去完了で haber の点過去ではなく、線過去が使われるのはなぜでしょう

か？ 
 

→線過去を用いる過去完了は、過去のある時期までに終わってしまったこと
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を示します。あることが過去の一時期の直前に起こったことを示すときには、

次のように点過去を用いた過去完了形も使われることがあります。Cuando 
todos hubieron salido de casa, él comenzó a limpiar la casa.「皆が外出すると、彼

は家の掃除を始めた」しかし、これは少し古いスペイン語の用法で、現代ス

ペイン語ではこの場合でも線過去の過去完了形を使います。Cuando todos 
habían salido ... 
 
 


